
学校より  Y さんの学びを支える仲間を募集しています（R8年 10月） 

中学部 1年生の Y さんは、昨年度まで訪問教育を中心に学習していました。体調

面が安定してきたことから、今年度は通学生として週 3日（うち 1日は馬の学習）、元

気に登校し学校生活を送っています。 

登校した日は、友達や先生との関

わりを楽しみながら学習に取り組んで

います。友達や教師からの呼びかけ

に表情や動作で応えたり、一緒に活

動する中で笑顔を見せたりする場面

も増えてきました。授業や行事、馬と

のふれあいなどを通して様々な経験

を重ね、毎日充実した学校生活を送

っています。 

 

 

 

こうした経験の積み重ねや体調の安定を踏ま

え、来年度（R９年度）は週 4日（うち 1日は馬の

学習）の登校を予定しています。 

 

Y さんは医療的ケア（たんの吸引、胃ろうによ

る栄養摂取）を必要としており、登校時には看護

師または保護者の方がケアを担当しています。    

現在は学校看護師 1名に勤務していただきな

がら、学習活動が安全に行える体制を整えてい

ます。 

 



来年度の登校日数の増加を見据え、

安定した支援体制の充実を図るため、現

在、週 1～2日程度勤務していただける

看護師の方を募集しています。 

医療的ケアを必要とする子どもたちが

安心して学校生活を送り、学びを広げて

いくためには、多くの方々の支えが欠か

せません。Y さんの学校での学びと成長

を支えてくださる方がおられましたら、ぜ

ひお気軽にお問い合わせください。 

 

 
駒の子祭で販売するレザーキーホルダーの刻印作業を行っているＹさ

んです。 

 

左手でひもを引くとおもりが落ち、その重みを利用して革に模様や文

字を刻印します。 

 

集中してひもを引き、丁寧に刻印を付けていました。 

お問い合わせ先 

長野県木曽支援学校 

電話：0264-22-3553 

担当：事務長 反目（そりめ）  

教頭  波多（はた） 

 


